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実地研修説明書
　　　　　　　　様
　平成２４年４月から、教員が一定の条件の下でたんの吸引や経管栄養の医療的ケアを実施するための研修が法令で定められました。
　これを受け、特別支援学校では『たんの吸引等』を実施する教員に研修を実施しております。講義やシミュレーターによる演習を行う基本研修を受講し、知識技能を修得したことを筆記試験で認められた教員が、対象幼児児童生徒に対するケアの実地研修（該当幼児児童生徒の該当行為を医師の指示のもと学校看護師の指導を受けながら、実際にケアを行うこと）を実施することとなっております。
　この実地研修を受講し、学校看護師に技能の修得を認められた教員が、県知事から認定されたのちに、医療的ケアを特別支援学校で実施できることとなっております。
ついては、実地研修において、以下のケアのうち必要な行為について、医師の指示のもとで学校看護師の指導を受けながら実施いたします。
 　 ①口腔内のたんの吸引 ※１
    ②鼻腔内のたんの吸引 ※１
    ③気管カニューレ内部のたんの吸引 ※２
　　④胃ろう又は腸ろうによる経管栄養 ※３
　　⑤鼻からの経管栄養 ※４
　　　※１　　口腔内及び鼻腔内とは、咽頭の手前までを限度としています。
　　　※１･２ 対象幼児児童生徒が人工呼吸器を装着している場合、当該教員が吸引を行うためには、人工呼吸器装着者への喀痰吸引に関する演習及び実地研修を修了している必要があります。
※３　　胃ろう又は腸ろうの状態に問題がないことの確認は、学校看護師が行います。半固形剤を扱う場合、当該教員が経管栄養を行うためには、半固形剤を扱った演習や実地研修を修了している必要があります。
※４　　栄養チューブが正確に胃の中に挿入されていることの確認は、学校看護師が行います。
　実地研修の実施にあたっては、以下の基本的な考えで臨むこととしておりますので、ご理解・ご協力をくださいますようお願いします。
１．実地研修を行う教員は、指導者講習を受講した学校看護師から指導を受けながら上記のケアを実施し、そのケアの修得状況を指導看護師が評価します。
　　また、教員は、基本研修（８時間の講義とたんの吸引と経管栄養についてのシミュレーター演習）を修了しています。
２．医療等の関係者による連携体制を構築するなど必要な安全管理体制を確保した上で、医師、看護師等の指導の下に実施します。
３．実地研修に関する意見や質問があれば、いつでも研修実施学校の校長や養護教諭、学校看護師等にお尋ねください。
４．実地研修を通して知り得た情報は、これを他者に漏らすことがないようプライバシー
　の保護に十分配慮します。
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